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◆コソボ紛争を巡る動き 

　【１９９８年】 

　２月～３月　・コソボ解放軍（ＫＬＡ）とセルビア警察、軍当局との衝突激化、双方に多数の死者 

　９月　　　　・国連安保理、即時停戦などを求める決議採択（２３ 日） 

　１０月　　　・米、安保理決議に応じなければ空爆、と警告（２日） 

　　　　　　　・ミロシェビッチ・ユーゴ大統領が安保理決議順守などに同意（１３日） 

　１２月　　　・セルビア治安部隊とＫＬＡが本格戦闘再開（２４ 日） 

　【１９９９年】 

　２月　　　　・仏ランブイエでユーゴ政府とアルバニア系住民が和平交渉開始（６日） 

　３月　　　　・「最後の外交努力」のホルブルック米特使とユーゴ大統領の協議が決裂（２３日） 

　　　　　　　・ＮＡＴＯがユーゴ空爆開始（２４日） 

　５月　　　　・国連旧ユーゴ戦争犯罪法廷がユーゴ大統領を起訴（２７日） 

　６月　　　　・ユーゴ大統領が米欧ロの和平案受諾を表明（３日） 

　　　　　　　・ユーゴ軍がコソボからの完全撤退に合意（９日） 

　・　ユーゴ軍が撤退完了、ＮＡＴＯが空爆終結を宣言（２０日）　　　　　
　　。コソボからユーゴスラビアの連邦軍や警察が姿を消した。１００万人を超える難民を出し、虐殺や空爆で多くの市民が犠牲となった戦争にようやく幕がおり、人々は「戦後」に足を踏み出した。しかし、迫害と破壊が残した傷は深い。セルビア人とアルバニア系住民の間の不信と憎悪は以前にもまして激しく、経済的な基盤も大きく損なわれた。国際社会が求める「民主的で多民族が共存できる社会」の建設はほんとうに可能なのか。復興に向けた険しい道のりをさぐる。（プリシュティナ＝コソボ取材班） 

　
　◆子供も犠牲 

　近くの村リバレを訪れた。モスクの敷地に虐殺犠牲者の集団埋葬地があった。２５の土盛りが並ぶ。とくに小ぶりの土盛りには「ダフィナ・ビシャセラ　７歳」と書いた棒が立てられていた。 

　４人のセルビア人警官が村を「襲った」のは４月１８日。子供と老人が逃げ遅れた。村人の話では、警官は住民に「金を出せ」と脅し、金のない住民をその場で撃ち殺した。 

　足の障害で動けなかった主婦のゼジデ・イスマイリ（５５）は一部始終を見ていた。夫ハサン（６１）を撃った警官は、ゼジデから家族の写真を取り上げて破り捨て、「この次はもっとこわい警官が来るからな」と言い捨てた。 

　４日後、村人１０人が山から戻り、遺体を埋葬した。その１人、アデム・ハジウ（２９）は「この記憶は代々伝えていかねばならない」という。新たに難民となったセルビア人について「コソボから出ていくのは、何かやましいところがあるからだ。追いかける気はないが、引き留める気持ちも全くない」といった。 

　◆標的が逆転 

　「セルビア正教会の聖職者たちは、アルバニア系住民に対する犯罪とはなんの関係もない。むしろ、教会は先日、ミロシェビッチ・ユーゴ大統領に辞任を求めたくらいだ。なのに、報復の標的になっている」 

　コソボの正教会のアルテミジェ主教は１７日、プリシュティナでの記者会見で訴えた。 

　主教によると、ユーゴ軍の撤退が始まってから、南部のプリズレン付近では、中世に建造された二つの修道院がアルバニア系の武装勢力、コソボ解放軍に焼かれた。教会の破壊や略奪、修道女の誘拐事件も起きているという。 

　アルバニア系住人だというだけで迫害された人々が、セルビア人全般に憎悪を募らせる。 

　「民族感情だけを支えにした社会はまた別の迫害をうむ。将来のコソボは民主的な市民社会にならなければ」。コソボのアルバニア語紙、コハ・ディトーレの編集長ベトン・ハジウ（３５）はこう力説する。 

　しかし、その一方で「悪いのはミロシェビッチ政権だけではない。それを支持してきたセルビア人も罰せられるべきだ。アルバニア系住人たちの怒りがおさまるまで、セルビア人たちは数カ月ほどコソボを出ていてはどうか」ともいう。 

　仲間を殺され、命からがらコソボを脱出したハジウは、市民社会という理想と反セルビア感情との折り合いを、つけかねている。 

　民族和解の支援活動に取り組む米国の非政府組織（ＮＧＯ）代表のエラン・フランケルは、「コソボのようにいったんすさまじい暴力が起きた後は、対立する両者を和解の席につかせることすら難しい」と考える。しかし、たとえコソボが独立しても少数民族としてのセルビア人は残るし、ユーゴが「隣人」であり続ける現実も変えられない。「たとえ膨大な時間とエネルギーが必要になっても、和解の努力はおろそかにされてはならない」＝文中敬称略 

　
●コソボ解放軍、セルビア系に帰還呼びかけ 

【プリシュティナ（ユーゴスラビア・コソボ自治州）２１日＝沢村亙】アルバニア系武装組織コソボ解放軍（ＫＬＡ）の実質的な代表を務めるハシム・サチ政治局長が２１日、プリシュティナで記者会見し、コソボからの脱出が相次ぐセルビア系住民について「犯罪に関与していないセルビア人はコソボに戻り、民主的なコソボ建設に協力してほしい」と帰還を呼びかけた。
　
　

コソボ問題は表面上終わりを見せた。だが、現地の住民や、紛争責任者、世界の全人類の心の中には多大な影響を及ぼした。
この紛争で被害を被った人たちの心の傷は、癒えることは無い。現世代の人たちが亡くなっても、永遠に語り続けられるに
違いない。上の記事や、現地の人の様子を見ても、そのことは明白である。
　
紛争責任者に償いの道はあるのか？ それは今後の復興活動や、それに対する人民への協力にかかっている。
この紛争で被害を受けた国、また、与えた国も、今後は恒久平和の国家を目指してもらいたい。
　
わが国は、憲法第９条に見られるように、戦力の不保持を規定している。しかも、戦争や民族紛争を経験してない 、 

私たちの世代にとって、コソボのような出来事は、全く無縁である。そのため、現地の人々の気持ちはわからない。
しかし、現地の状態や、被害の大きさはわかる。 このような問題は、これから先、どこの国、地域でも起こって欲しくはない。
それが私の一番の望みである。
　
この「インターネットと政府情報」という講義を通して、普段は興味の無かったことに足を踏み入れられて、非常に自分に
とってプラスになった。また、コンピュータを使って、いろいろな情報を、得られることも分かった。今後も、コンピュータを
使って色々調べていきたい。
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